
環境生態学科　カリキュラムマップ ◎：各目標と関係の深い科目　　　○：各目標と関係する科目

A
知識・理解

B
技術･技能

C
知識・理解

D
知識・理解

E
思考・判断

F
技術・技能

G
知識・理解

H
技術・技
能，思考・
判断，興
味・関心

I
技術・技
能，思考・
判断，興
味・関心

環境ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅠ ◎ ◎ ◎

環境ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅡ ◎ ◎ ◎ ◎

環境ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸⅢ ◎ ◎ ◎ ◎

環境科学概論Ⅰ ◎

環境科学概論Ⅱ　 ◎

基礎数学Ⅰ　　　 ◎

基礎数学Ⅱ　　　 ◎

環境経済学入門 ○

環境監査 ○

環境財政 ○

環境政策学 ○

環境アセスメント ○

環境数学Ⅰ・演習 ◎

環境数学Ⅱ・演習 ◎

環境物理学Ⅰ ◎

地球科学Ⅰ ◎

環境統計解析学 ◎ ○

環境地下水学 ◎

水環境政策論 ○ ○

測量学 ○ ○

環境水文学 ○ ○

環境法 ○ ○

地域環境政策論 ○ ○

環境解析学・同実験 ◎ ○

地球環境システム論 ○ ○

湖沼環境学 ○ ◎

土壌環境化学 ○ ○

農薬環境学 ○ ○

陸域生態系保全修復論 ◎ ○

地球環境化学 ○ ◎

理論生態学 ◎ ○

環境微生物学 ◎ ○

集水域生態系保全修復論 ◎ ○

琵琶湖環境学 ○ ◎

環境変遷学 ◎

環境生物学Ⅰ ◎

環境生物学Ⅱ ◎

環境生物学実験 ◎ ○

環境物理学Ⅱ ◎

環境物理学実験 ◎ ○

環境化学Ⅰ ◎

環境化学Ⅱ ◎

環境化学実験 ◎ ○

地球科学Ⅱ ◎ ○

地球科学実験 ◎ ○

森林環境学 ○ ◎

遺伝学 ○ ○

海洋環境学 ○ ◎

大気環境学 ○ ◎

集水域環境学 ○ ◎

集水域環境学・同実験 ◎ ○

生物資源統計学I ○

動物生態学 ○

環境疫学 ○ ◎

環境汚染システム論 ○ ◎

微生物機能論 ○ ◎

陸域環境学・同実験 ◎ ○

水域環境学・同実験 ◎ ○

分子生物学 ○ ○

環境毒性学 ○ ◎

陸域物質循環論 ○ ◎

環境リスク解析法 ◎ ○

水域生態系保全修復論 ◎ ○

環境生態学特別実習 ○ ◎ ◎ ◎ ◎

環境学野外実習Ⅰ ◎ ○

環境学野外実習Ⅱ ◎ ○

環境学野外実習Ⅲ ◎ ○

科学英語Ⅰ ◎

科学英語Ⅱ ◎

環境生態学基礎演習 ◎ ◎ ◎

環境生態学演習Ⅰ ◎ ◎

環境生態学演習Ⅱ ◎ ◎

卒業研究Ⅰ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業研究Ⅱ      　 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
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＜外国語教育科目・専門科目＞ 

B．外国語で意思疎通し、与えられた課題について情報を入手し発信する基礎能力を養うための科目を

配置している。 

 

＜情報処理・専門科目＞ 

C．生態系の構造と機能を探求するのに必要な科学的基礎力を修得するための科目を配置している。 

 

＜専門科目・地域志向専門科目＞ 

D．様々な生態系の構造と機能について幅広い知識を身につけ、それらを自然科学（物理学・化学・生

物学・地球科学）的方法論を用いて理解できる能力を修得するための科目を配置している。 

 

＜専門科目＞ 

E．生態系の保全と修復に関する知識を身につけるとともに、その保全修復に積極的に関わる態度を養

うための科目を配置している。 

 

＜専門科目＞ 

F．物理的・化学的・生物的・地球科学的環境因子の調査測定、解析に必要な技術を修得するための科

目を配置している。 

 

＜人間学・専門科目・地域基礎教育・地域志向専門科目＞ 

G．環境問題に対し、自らの見解を形成できる能力を養うための科目を配置している。 

 

＜人間学・専門科目・地域基礎教育・地域志向専門科目＞ 

H．調査結果等を口頭発表、論文作成等の適切な手法を用いて表現できる能力を身につけるための科目

を配置している。 

 

＜人間学・専門科目＞ 

I．他者と論理的に議論できる能力を身につけるための科目を配置している。 
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